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上越沖ガスハイドレート域におけるマクロベントスの定性・定量分布
Quantitative and qualitative analysis of distribution of macrobenthos around Joetsu Gas
Hydrate Field.
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2010年 6月に上越沖ガスハイドレート域におけるマクロベントスの分布調査を行った。生物を含む海底堆積物の採集
は，調査船 Marion Dufresneの CASQコアラーと無人深海探査機ハイパードルフィンのスラープガンと熊手で行った。
CASQコアラーによる採集は 7地点で実施されたが，その内，海鷹海脚 2地点（Core No. 3297，水深 894m；Core No.
3307，水深 930m），上越海丘 2地点（Core No. 3318，水深 1000m；Core No. 3324，水深 1179m），奥尻海嶺 1地点（Core
No. 3328，水深 3444m）で採集された柱状コアサンプルを解析に用いた。生きたマクロベントスを対象とするため，サ
ンプリングは海底下 1mまでとし，表面近くは細かく，深部ほど大きくセクションを分けた。幅 15cm× 13cmの柱状コ
アを海底面から 5cm，5cm，10cm，10cm，20cm，50cmに分け，採取した堆積物はセクションごとに船上で冷凍保存し
た。堆積物は，解凍後，重量を測定し，濾過した海水を用いて 1mmと 0.5mm目合いのステンレス篩でふるい，1mmの
篩に残ったものから生物を選別した。
生きている状態で採集されたマクロベントスは，二枚貝類，短脚類，ゴカイ類，ヒゲムシ類（有髭動物）で，その他，

有孔虫類・二枚貝類・ツノガイ類・腹足類の殻，ゴカイ類の棲管，カニ類の殻の一部，魚類脊椎骨，頭足類の口器（カ
ラストンビ）などが採集された。各セクションから出現したマクロベントスは 0～2051.28個体/m3，0～1656.41g/m3 で
あった。本研究で解析した 5本のコアの内でガスハイドレートが含まれていたものはCore No. 3318のみであった。ハイ
ドレートが含まれていたコアでは化学合成細菌を共生させているキヌタレガイ類が出現したものの，生きているマクロ
ベントスは 3個体で他のコアと大差は無かったが，死骸は他のコアよりも多かった。メタン湧出と関係する貝類の出現に
ついては，ハイドレートの含まれた Core No. 3318では，貝類の多様性が高く，各セクションから化学合成生物群集に特
異的に出現するキヌタレガイ類，ハナシガイ類，ハイカブリニナ類の生体もしくは殻が採集された。このことから堆積
速度にもよるが，この地点では比較的長期間にわたりメタンの供給が行われていると考えられた。マクロベントスの生
物量調査は，スミス・マッキンタイアー採泥器やボックスコアラーなどの採泥器を用いて行うのが一般的であり，今回
のような大型のコアラーを用いた調査・採集はほとんど行われていない。そこで，スミス・マッキンタイアー採泥器が
採集できる海底面から 10cmまでのセクションの生物量（個体数と湿重量）を海底表面積 0.1�当たりの生物量に換算し
て，比較した。本研究では，Core No. 3307で<1個体/0.1�・<0.5g/0.1�，Core No. 3318で 15.0個体/0.1�・33.49g/0.1
�，Core No. 3324で 5.1個体/0.1�・0.21g/0.1�であった。辻本ら（2006）によると富山湾深海底（水深 393～631m）
では，二枚貝類やゴカイ類が採集され，18～64個体／ 0.1�のマクロベントスが分布し，平均 33.8個体／ 0.1�であっ
た。また，湿重量は 0.41～1.86g／ 0.1�で，平均 1.05 g／ 0.1�であった。本研究と比較すると，ガスハイドレートの
存在する Core No. 3318では，湿重量は 18～82倍と著しく多いが，個体数は 20～86％と少ない。このことは，ガスハイ
ドレートの存在する海底では，主に化学合成に依存する比較的大型の底生生物（二枚貝類）が分布し，他の海域で生物
量の大半を占めるゴカイ類や“非化学合成”の二枚貝類が少ないことが原因であることが示唆された。今回の解析では，
ガスハイドレートの存在する海底は，他の海底に比べ多くのマクロベントスが分布する傾向が見られ，かつメタン湧出
に依存する化学合成生物群集に特異的に出現する生物が生物量の大部分を占めることが明らかになった。今回の解析に
用いたサンプルの中でガスハイドレートの存在したコアは 1本だけで，十分な比較・検討が出来たとは考えにくい。今
後は，採泥器などを定量的なサンプリングを行う必要がある。
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